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平成 30 年度第 4 回アコースティックイメージング研究会；2018 Dec 13；千葉． 
23)  平野哲史，皆川沙月，古澤之裕，柚木達也，横山俊史，星 信彦，田渕圭章．ネオニコチノイド系農薬クロチアニ
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康雄，本橋慶一，矢口行雄，服部淳彦．フッ素の硬骨魚類の骨代謝に与える影響．第 2 回富山湾研究会；2018 Mar 5-6；
金沢． 
6)  許 鑫，太田美里，田渕圭章，牧野利明．G-CSF 産生誘導活性を指標とした蜜炙法に適したハチミツの探索．天然
薬物研究方法論アカデミー；2018 Sep 3；蒲郡． 
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8)  田渕圭章，藤森沙月．遺伝子研究を体験してみよう．ライフサイエンスとやま「オープンラボ 2018」．平成 30 年度
富山大学地域貢献事業；2018 Aug 2-3；富山． 
9)  平野哲史，澤谷和子，西尾和之．顕微鏡で探るミクロの世界．ライフサイエンスとやま「オープンラボ 2018」．平
成 30 年度富山大学地域貢献事業；2018 Aug 2-3；富山． 
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